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平成２９年度 名寄市教育改善プロジェクト委員会

教育指導の充実に関する研究グループ 活動報告

１ 委員名簿

【学習指導チーム】学習指導チーム】学習指導チーム】学習指導チーム】 【 生徒指導チーム】生徒指導チーム】生徒指導チーム】生徒指導チーム】

グループ主任 三浦礼子（名寄南小学校）

グループ副主任 川崎 直人（智恵文小学校） 村上比呂人（下多寄小学校）

研究主任 井川 健（名寄西小学校）

研究副主任 袰田桂奈恵（名寄中学校） 谷柿 憲治（智恵文中学校）

研究員 西森 心哉（名寄中学校） 林 琢磨（名寄小学校）

中村 紀子（風連中央小学校） 佐々木智子（名寄南小学校）

三原 和也（名寄西小学校） 鬼原 善彦（風連中学校）

佐藤 琢磨（下多寄小学校） 米田 真（智恵文中学校）

中村 有彦（名寄東中学校）

佐藤 亮介（名寄東小学校）

２ 研究内容

（１）主体的・対話的で深い学びの理解と各学校の授業研究

（２）問題行動の理解，いじめ・不登校への対応の交流・研修

３ 研究内容の具体

（１）主体的・対話的で深い学びの理解と各学校の授業研究

①アクティブ・ラーニングを具体化した授業作り

○授業構築に先立ち，グループ内で「アクティアブ・ラーニングの学び」とはどんなことなの

か検討しイメージの共通化を図った。

○小学校算数科における研究授業実践

② ICTを有効に生かすための工夫（先進事例の研究）

○教育ＩＴの今後の動向及びタブレットの効果的な使い方についての研修会

（２）問題行動の理解，いじめ・不登校への対応の交流・研修

①Ｑ‐Ｕの効果的な使い方に関する研究

○Ｑ‐Ｕの効果的な分析の読み取りや分析結果の効果的活用についての研修会

○業者による集計・分析と各校におけるＱ‐Ｕの活用（小３，小５，中１）

４ 今年度の活動経過及び予定

期 日 活 動 内 容期 日 活 動 内 容期 日 活 動 内 容期 日 活 動 内 容

５月１７日（水） 第２回名寄市教育改善プロジェクト委員会

名寄市で押さえるアクティブラーニングのイメージの共有化（共通化）

６月上旬 １回目のＱ‐Ｕ実施（小３，小５，中１）

６月下旬 １回目のＱ‐Ｕの回収
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授業作り構想，授業を見る視点の確認

７月４日（火） Ｑ‐Ｕ分析に係る講演会・学習会

７月～８月 Ｑ‐Ｕの戻ってきたデータを分析し，２学期の学級経営等に役立てる

８月２９日（火） 指導案検討，授業案内，アクティブ・ラーニングの視点の確認

９月１３日（水） 指導案検討，アクティブ・ラーニングの視点での子どもの姿の目安の確認

９月２７日（水） 研究授業（小学校４年算数），授業反省

１１月中 ２回目のＱ‐Ｕ実施（小３，小５，中１）

１１月～１２月 ２回目のＱ‐Ｕの回収

１１月２０日（月） ＩＣＴ研修会

１２月中 Ｑ‐Ｕの戻ってきたデータを分析，成長や変化の様子を確認，今後に役立

てる

１２月１３日（水） 第３回名寄市教育改善プロジェクト委員会

教育長に今年度の研究のまとめを報告（答申）

１月２３日（火） 名寄市教育研究集会（EN-RAYホール）

２月 ６日（火） 第４回名寄市教育改善プロジェクト委員会（全体会議：成果・課題発表）

２月２２日（木） 推進本部会議（次年度研究内容・組織の検討）

５ 今年度の成果及び課題と今後の方向性

（１）主体的・対話的で深い学びの理解と各学校の授業研究

①成果

○授業実践を通して，アクティブ・ラーニングの学びについて研鑽を深めることができた。

・学習のゴールをしっかりと子どもに理解させることが，主体的な活動の姿に結びつく。

・アウトプットの場を意図的に設定することや支持的風土が醸成する学級経営を充実させる

ることが，対話的活動の充実につながる。

・授業を振り返り，児童が何を学んだのかを確かめさせることが深い学びにつながる。

○授業では，目標を達成することが第１であるとを押さえた上で，学びの手法としてアクテ

ィブ・ラーニングを実践・検証することにより，児童の深い学びに効果的であったかを研

究することができた。また，提案授業においては別表で示すような子どもの姿を評価基準

とすることで，主体的・対話的で深い学びの姿を明確にした授業を構築することができた。

○ＩＣＴ研修会では，学校教育にタブレットを活用するにあたって，各社にそれぞれ長所・

短所があることを学んだ。

②課題と今後の方向性

●提案授業を通して，グループ交流や全体交流では，対話する目的を明確にして授業を構築す

る事が大切である。

●名寄市に導入されるタブレットが決定した後に，そのタブレットを効果的に活用する方法

について研修を深めることが必要である。

（２）問題行動の理解，いじめ・不登校への対応の交流・研修

①成果

○学級経営の中で，児童の実態を知る情報としてＱ‐Ｕを活用し，担任だけでなく学校のチ

ーム力を生かしながら課題を解決することの重要性を学んだ。

②課題と今後の方向性

●検査後に，分析結果から具体的な改善策を立て，どのように指導していくのか，またその指

導の効果がどうだったのか，ＰＤＣＡサイクルによる実践面での研修がさらに必要である。



アクティブ・ラーニングの視点から授業の  「子どもの姿の目安」を考える　　　　　　　※授業の目標はあくまでも「考え方」にあります。

総括 主体的な学び 対話的な学び 深い学び

グ
ル
ー
プ
の
押
さ
え

○活動の見通しがあり、自分の考えを持ち,
振
　り返りがしっかりできている授業
　・解決の手立て
　・次に生かす
○安心感のある学級風土により、失敗も生か
し
　て、意欲的に学ぶことができる授業
　・ねばり強く取り組む

○対話をしやすい学級環境にあることが前提
と
　してある。
　・自信を持つ
○根拠を明確にするなどの伝え方、聞き方を
　しっかりと身につけさせた上で、考えの共
有
　ができる児童生徒を育成する。
　・明確なゴール
  ・視覚化
　・共有することで変容する

○支持的風土の学級経営が前提。
○探究心を持って、課題を掘り下げ、生
　活に生かすことができる。
　・各教科で身につけた能力の発揮
　・自分が何を学んだのかまとめる

Ａ

　図形の面積の求め方を二つの考え
方を用いて説明している。

・見通しの段階で，どことどこが同じ長さな
の
　か探ろうとしている。
・より分かりやすく説明するために，ア，イ
な
　どの記号を使って説明しようとしている。
・他人の説明をよく聞き，説明の意図を聞き
返
　すなどして，相手の考えを理解しようとし
　ている。

・考え方の違いを，整理して，根拠を明確に
し
　てグループ内のそれぞれの考え方について
仲
　間分けしている。
・グルーピングの説明をするときに，根拠が
明
　確になるように伝わるように工夫をしてい
　る。
・友達の考え方の良さに気づき，自分の説明
の
　仕方を改善している。

・より簡単な面積の求め方を工夫した
　り，友達に分かりやすく説明できる方
　法を考えたりしている。
・自分がこの時間で何を学んだのかを説
　明している。
・補助線を引くと誰にでも分かりやすい
　説明ができるということを，別な機会
　でも生かそうと意識している。

Ｂ

　複合図形の面積の求め方を図に補
助線を書くなどして説明することが
できる（考え方）。

　図形の補助線を引いたり，言葉な
どを用いたりして，図形の面積の求
め方を説明している。

◎解決の見通しを持ち，自分の考えをもって
い
　る。
・見通しの段階で，二つに分けたり，足りな
い
　部分を補うと長方形になることに気付いて
い
　る。
・自分の考えを「分ける」「合わせる」など
の
　言葉を使って説明しようとしている。
・学んだことを生かして，発展問題でも補助
線
　を引いて，自分の考えを説明しようとして

◎ワークシートを使いながら，自分の考えを
説
　明している。
◎グループ内で意見を出し合い，考えを共有
し
　グルーピングしている。
・自分の考えを自信を持って説明し，友達の
考
　え方との違いに気付いている。

◎キーワードを使い，児童の言葉でまと
　めている。
■複合図形の面積の求め方を図に補助線
　を書くなどして説明することができ
　る。
・発展問題でも，補助線を引いて，自分
　の考え方を説明している。
・グループで意見交換することにより，
　考えを深めることに繋げられたと実感
　している。

Ｃ

　図形に補助線を引いている。 △T2コーナーで考え，方眼に書かれた図形を
見
　て，見通しを持とうとしている。
・見通しの段階で，今までとは形が違うこと
か
　ら，長方形の面積のように簡単には求まら
れ
　ないことに気付いている。
・「これとこれを・・・」などの言い方で，
自

・自分の考え方を，自分の言葉で説明してい
　る。

△T2コーナーで，全体から－考え方につ
　いて理解しようとしている。
・補助線を引くことで，長方形の面積の
　足し算や引き算で複雑な図形の面積を
　求められることが分かる。
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